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７・１６「さようなら原発１０万人集会」 参加のよびかけ

（第 1報）

連日のご奮闘に心より敬意を表します。 

 ５月５日、北海道・泊原発３号機が停止し、日本の稼働原発はゼロになりました。全国各地で、さま

ざまな団体が、原発再稼働を許さないたたかい、「稼働ゼロから原発ゼロへ」の運動に取り組んでいま

す。 

大江健三郎さん、澤地久枝さんらの呼びかけで、７・１６「さようなら原発１０万人集会」が計画さ

れています。原発のない社会をつくるため、名実ともに「１０万人」の集会を成功させようと、全日本

民医連理事会でも、民医連から５，０００人の参加をめざすことが確認されました。全国各地からの職

員、共同組織のみなさんの参加を、広く呼びかけます。 

なお、当日は代々木公園に１０万人が集まるため、最寄りの原宿駅は混雑により利用が制限されるこ

とが予想されています。また、各地から参加されるバスの乗降場所、駐車場についても、実行委員会で

検討しています。集会詳細とあわせて、利用駅、駐車場については、後日お知らせします。 

また、当日の医療班、要員等について、東京・首都圏の各県連に、あらためて要請いたしますので、

ご協力をお願いします。 

【日程】2012 年 7 月 16 日（月・海の日） 13:00～ 集会 

                14:00～ デモ   

【会場】代々木公園Ｂ地区

http://maps.google.co.jp/maps/ms?ie=UTF8&lci=transit&brcurrent=3,0x60188cad36a2d23d:0x29ef6

3ccab0418f0,1&source=embed&oe=UTF8&msa=0&msid=107979657015697175683.000482fb8cefbdc52ca4a

※混雑回避のため、団体ごとの利用駅指定も検討されています。駐車場についてなど、詳細がわかり 
次第お知らせします。 

【参加期待数】別紙参照 
※参加予定数の報告をお願いします。

＜連絡・問い合わせ先＞
 全日本民医連・国民運動部事務局（担当：丸山・稲原・濱谷） 

              〒113-8465 東京都文京区湯島２－４－４ 平和と労働センター７階 

 ＴＥＬ ０３（５８４２）６４５１ ＦＡＸ ０３（５８４２）６４６０ 

Ｅメール：min-syaho@min-iren.gr.jp



７・１６「さようなら原発１０万人集会」への呼びかけ 

原発はいらない！この声で、代々木公園を埋め尽くそう

福島第一原発で発生した、世界最大級の過酷事故によって、日本の豊かな自然―― 

田んぼや畑、森、林、川、海、そして雲も空も放射能によって汚染されました。原発周辺で生活していた 

多くのひとびとは、家も仕事も失い故郷を追われ、散り散りになっていつ帰れるかわからない状態です。 

 福島のみならず、さまざまな地域のひとびと、とりわけ子どもたちやちいさな生物に、これからどのような 

悪影響がでるのかの予測さえつきません。 

 メルトダウン（炉心溶融）とメルトスルー、そして原子炉建屋の水素爆発という、あってはならない最悪事態は 

いまだ収束されず、圧力容器から溶け出た核燃料の行方さえ把握できない状況です。 

 さらに迫り来る大地震が、原発を制御不能の原爆に転化する恐怖を現実のものにしようとしています。 

それにもかかわらず政府は、電力会社や財界の要求に応じて、やみくもに再稼動を認めようとしています。 

 日本に住むひとびとの八割以上が、「原発は嫌だ」と考えています。世界のひとたちも不安を感じています。 

しかしその思いを目に見える形で表現しなければ、原発を護持・存続させようとする暴力に勝つことは 

できません。私たちはいまこそ、日本の指導者たちにはっきりと、「原発はいらない」という抗議の声を 

突きつけましょう。 

 電気はいまでも足りています。さらに節電ができます。いのちと健康を犠牲にする経済などありえません。 

人間のための経済なのです。利権まみれの原発はもうたくさんです。反省なき非倫理、無責任、無方針、 

決断なき政治にたいして、もう一度力強く、原発いやだ、の声を集めましょう。 

要請事項 

１、停止した原子力発電所は運転再開せず、廃炉にする。建設中の原発と建設計画は中止する。 

２、もっとも危険なプルトニウムを利用する、高速増殖炉「もんじゅ」と再処理工場の運転を断念し、 

すみやかに廃棄する。 

３、省エネ、持続可能な自然エネルギーを中心に据えた、エネルギー政策に早急に転換する。

二〇一二年五月五日  

全原発停止の日に 
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